
多目的最適化問題に対して、進化的計算手法を応用した進化型多目的最適化を中

心に、多目的最適化のためのアルゴリズムの開発、実問題を含む多種に渡る多目的

問題への応用、非劣解集合からの問題分析を行っている。 アルゴリズムの基本とな

る進化的計算は、多点に基づく繰り返し計算による最適化手法であり、適用範囲の幅

が広い。 ジョットエンジン最適設計、位相回復問題などを中心に幅広い分野への応

用研究を行い、各対象に対して単一目的では得られない問題特性、より現実的な解

候補の導出に成功している。

産業分野の設計を最適化する

進化系多目的最適化

情報・感性

最適化は世の中に広く存在し、その中には多目的最適化問題と呼ば

れる複数の基準を考慮する必要があるものが多数存在する。 

この問題に対するアルゴリズム解法の開発、幅広い応用、得られた解

候補の分析方法の研究を通して、設計に関わる広い産業分野への貢

献を目的とする。
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幅広い分野の

最適化を実現

多目的GAの探索概念図 多目的最適化における解集合
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なし

実数値、離散値、組み合わせ、それらの混合など幅広い性質の問題に対して適用が可能です。
多目的で解くことにより見えてくる問題特性は設計、特に概念設計の段階において大きく役立
つと思います。是非共同研究についてご検討ください。

目下の事業化対象は，各種対象領域に特化したアル

ゴリズム，非劣解からの汎用的分析支援ツールの開

発であるが，幅広い問題領域を対象とした汎用統合

多目的最適化ツールの実現を最終目標に研究を進

めている。

最適化アルゴリズムの設計、解候補の導出サポート、解候補の分析など。

単一目的とは異なり、多目的では設定した評価基準
管の関係および評価基準と設定パラメータ間の関係
をみることが可能。複数の最適解候補の分析により
問題自体の特性を推定できる。

実数値、離散値、組み合わせ、それらの混合などあら
ゆる性質の問題に対して適用可能で応用範囲が広い。

基礎研究　応用段階

情報・感性

最適化を必要とする設計に関わるあらゆる分野に

適応可能。

◆研究に関連した特許の出願、登録状況

◆製品化、事業化のイメージ

◆従来研究（技術）と比べての優位性

◆適応分野

◆研究のステージ

◆研究の新規性、独自性

◆研究（開発）に関連して、あるいはそれ以外に関われる業務

◆利用可能な設備、装置など

◆教員からのメッセージ

進化系多目的最適化

ジェットエンジン最適化

４CPU１６コア並列計算機サーバー


